
 

 

令和６年度 学校評価報告書（目標設定） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

１ 
教育課程 
学習指導 

・生徒の幅広い 
進路実現に対応 
したカリキュラ 
ム・マネジメン 
トを実践する。 
・基礎学力の定 
着と発展的学習 
による学力の向 
上に合わせた学 
習指導を充実さ 
せる。 
・生徒の主体 
的・協働的な学 
習への取組を充 
実させ、学びに 
向かう力の向上 
を目指した授業 
を実践する。 
・学校行事や生 
徒会活動等の活 
性化と生徒の主 
体的な取組の充 
実を図る。 
・多文化教育の 
充実を図り、生 
徒の異文化理 
解、国際理解を 
深める。 

①生徒が学ぶこ
との意義を実感
し、主体的・協
働的に学習に取
り組む姿勢を育
成する。 
②１人１台端末
を効果的に活用
にして「個別最
適な学び」と
「協働的な学
び」を充実さ
せ、問題発見・
解決能力や情報
活用能力を高め
る。 
③地域とも連携
しながら多文化
教育をさらに推
進し、生徒の異
文化理解、国際
理解及び外国語
運用能力の伸長
を図る。 

①カリキュラム
委 員 会 を 中 心
に、生徒の幅広
い進路実現に向
けた選択科目の
設定をさらに検
討・検証してい
く。 
②授業研究委員
会の実践方針に
沿って、授業見
学と研修会を実
施し、学習用端
末の効果的な利
用 を 図 っ て い
く。 
③多文化教育支
援チームや関係
グループを中心
に、各教科や総
合的な探究の時
間等において多
文化教育を組織
的に実施し、異
文化理解を進め
る。 
 

①生徒の進路希
望に応じた適切
なカリキュラム
及び選択科目の
設定を進めるこ
とができたか。 
②授業研究委員
会で企画した授
業見学・研修会
を活用し、主体
的・協働的な学
びに向けた授業
実践及び１人１
台 端 末 を 活 用
し、問題解決・
情報活用能力を
高める授業を展
開できたか。 
③各教科や総合
的な探究の時間
等で多文化教育
を推進する取組
がなされたか。
また、参加した
職員・生徒数の
推移や生徒の変
容をアンケート
等で検証する。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

・部活動の活性
化と生徒の主体
的な取組の充実
を図る。 
・生徒の自律心
を育て、基本的
生活習慣の確立
と授業規範や生
活規範意識の向
上を目指す。 
・個々の生徒に
応じた相談体制
の充実と、安心
して学び充実感
の得られる学校
づくりを進め
る。 
・相手を尊重す
る心を培い、コ
ミュニケーショ
ン能力向上を図
る。 

①基本的生活習
慣を定着させる
とともに、自己
肯定感を高め、
さまざまな行動
を起こすことが
できる。 
②リーダーシッ 
プを発揮して、 
主体的に学校行 
事や部活動等に 
取り組むことが 
できる。 
③SC、SSW、教 
育相談コーディ 
ネーターを活用 
し、外部機関と 
も連携しながら 
教育相談体制の 
充実を図る。 

①公共マナーを
身に付けさせる
ために、組織的
に遅刻、服装・
頭髪指導、貴重
品管理の徹底等
を行い、集団生
活のルールを遵
守させる。 
②部活動等にお
いて部活動指導
員やインストラ
クターとも連携
し、生徒の活動
を 活 性 化 さ せ
る。 
③SC や SSW、
教育相談コーデ
ィネーター、保
護者、地域、外
部 機 関 と 連 携
し、人権を尊重
し た 支 援 を 行
う。 

①生徒が規範意
識を持って学校
生活を送ること
ができるよう組
織的な取組がで
きたか。 
②顧問を中心に
部活動指導員や
インストラクタ
ー の 指 導 の も
と、生徒が安全
に活動でき、離
脱することなく
継続できたか。 
③アセスメント
やフィードバッ
ク、サポートド
ック等、必要な
情報を多角的な
視点から集め、
生徒の支援のた
めに活用できた
か。 

３ 進路指導・支援 
・生徒一人ひと
りのキャリア諸
能力の段階的な

①本校の学習環 
境も有効に活用 
し、キャリア諸 

①外部の教育ツ
ールについて、
職員へ活用方法

①②外部の教育
ツールを教科指
導面、進路指導



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

育成を目指し、
生徒の主体的な
進路選択と進路
実現への支援の
充実を図る。 
・グローバルな
視野を培い、生
徒が自らの適性
を活かして将来
を切り拓く力を
育む。 

能力を段階的に 
高め、自己実現 
に繋げることが 
できる。 
②外部機関等も 
活用して、自ら 
の適性や能力を 
理解し、主体的 
な進路活動がで 
きる。 

等の情報提供を
行い、教科指導
面、進路指導面
で活用する。学
力テストや作文
模試を効果的に
配置し、生徒の
キャリア能力を
伸 長 す る 。     
②校内模試等を
実施し、生徒の
主体的なスキル
アップを図る。         
③外部機関等と
連携し、在県生
徒をはじめ、多
様な進路希望の
実現に向けた支
援を行う。 
④進路室の資料
の展示場所や展
示 方 法 を 工 夫
し、生徒が情報
を得やすい環境
を整える。 

面で活用し、生
徒が自らの進路
を拓くための主
体性を育むこと
が で き た か 。      
③外部機関等と
の連携を図り、
生 徒 個 人 の 適
正・能力を生か
す進路指導に繋
がる情報発信、
支 援 が で き た
か。 
④生徒が情報を
得やすい環境を
整え、生徒が主
体的に進路活動
を行うことがで
きるようにサポ
ートできたか。 

４ 地域等との協働 

・保護者や地域 
との協働を深 
め、地域に根ざ 
した教育活動を 
充実し、信頼さ 
れる学校づくり 
を目指す。 
・本校の教育活 
動の情報発信に 
努める。 

①地域との協働 
を深め、活躍す 
る場を増やし、 
社会参加意欲を 
高める。 
②学校の魅力を 
積極的に中学 
生・保護者に発 
信する。 

①地域団体等と
の連携を深め、
生徒が主体的に
活動する場面を
増やしていく。  
②中学生や保護
者が、本校でよ
り学びたいと思
えるような広報
活動を行う。 

①生徒の主体的
な活動を充実さ
せ ら れ た か 。            
② HP や学校案
内、説明会等で
の情報発信内容
を充実させ、効
果的に本校の教
育活動の魅力を
発信できたか。 

５ 
学校管理 
学校運営 

・教職員の実践 
的指導力を高 
め、生徒の安 
全・安心を確保 
し、学校の安全 
対策を強化し、 
県民から信頼さ 
れる学校づくり 
を進める。 

①自然災害や、 
事故・事件、犯 
罪などに備え 
て、緊急時には 
適切に判断し、 
自らの安全を確 
保することがで 
きる。 
②ICT の利活用 
をはじめ業務の 
効率化・スリム 
化を図り、「働 
き方改革」を推 
進する。 

①災害時対応マ
ニ ュ ア ル の 作
成・改訂をはじ
め、職員・生徒
への周知徹底を
図る。 
②企画会議や衛
生委員会を中心
に業務精選・業
務移管について
検討を進める。
会議資料等は極
力電子配信し、
ペーパーレスに
努める。 

①マニュアルの
ダイジェスト版
を作成し、職員
に 配 付 で き た
か。適切な防災
訓練を企画・実
施ができたか。 
①みどり支援学
校分教室との連
携がとれたか。 
②衛生委員会等
を中心に職員ア
ン ケ ー ト を 行
い、多忙化が軽
減されたかどう
かを検証する。 

 


